
東京都環境局
気候変動対策部 総量削減課

東京都地球温暖化対策報告書

作成マニュアル

報告書作成③エネルギーデータ 編



はじめに

地球温暖化対策報告書作成マニュアル動画では、『地球温暖化対策報告書』を
報告書作成ツールを用いて、作成する方法をご案内いたします。

１．準備編 

２．報告書作成編 ①事業者情報編

 ②事業所情報編

 ③エネルギーデータ編
３．提出編

まず、マニュアル動画は次のような種類に分かれております。



はじめに

この動画では、「報告書作成③エネルギーデータ編」として、エネルギー
データシートの入力について、ご説明いたします。

２．報告書作成 

③エネルギーデータ編

なお、報告の準備や他の報告書作成、提出方法につきましては、それぞれの動画を
ご視聴ください。



報告書作成ツールについて
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出作成ツールのバージョン確認

作成ツールのバージョンが「9.0」であることを確認してください。

ファイル名で確認します。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出作成ツールの構成等

使用するシートは、この「エネルギーデータ」シートとなります。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出作成ツールの構成等

この作成マニュアルでは、どのシートの内容を説明しているのかが分かるように、画面の

右上にフロー（赤枠箇所が該当シートとなります）を掲載しています。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出作成ツールの構成等

次に作成ツール内の色分けされたセルについてご説明いたします。

・黄色セル＝入力セル ・緑色セル＝ボタンから選択する項目
・水色セル＝自動入力（編集不可） ・必須 ＝入力必須項目
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出作成ツールの構成等

黄色のセルは、直接数値や文字を入力するか、プルダウンで選択をしてください。

・黄色セル＝入力セル ・緑色セル＝ボタンから選択する項目
・水色セル＝自動入力（編集不可） ・必須 ＝入力必須項目
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出作成ツールの構成等

水色のセルは、自動入力されるセルです。直接編集することはできません。

・黄色セル＝入力セル ・緑色セル＝ボタンから選択する項目
・水色セル＝自動入力（編集不可） ・必須 ＝入力必須項目
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出作成ツールの構成等

緑色のセルは、ボタンから選択する項目です。

・黄色セル＝入力セル ・緑色セル＝ボタンから選択する項目
・水色セル＝自動入力（編集不可） ・必須 ＝入力必須項目
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出作成ツールの構成等

欄外に赤字で「必須」と書いてあるセルは、入力が必須の項目となります。

忘れずに入力してください。

・黄色セル＝入力セル ・緑色セル＝ボタンから選択する項目
・水色セル＝自動入力（編集不可） ・必須 ＝入力必須項目
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出作成ツールの構成等

ピンク色の吹き出し、および、項目セルにあるメモ（コメント）には、補足説明を
記載しています。
項目セルにマウスを乗せると表示されます。

・ピンク色のふきだし、項目名のメモ（コメント）＝補足説明
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出作成ツールの保存時の注意点

作成途中や終了時に作成ツールを保存する場合、ファイル形式は「Excelマクロ有効ブッ

ク」、拡張子は必ず「xlsm」で保存してください。

他のファイル形式、拡張子（例：xlsx）で保存すると、正常に動作しなくなる可能性が

あります。



報告書【エネルギーデータ】の作成
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力

エネルギーデータシートへは、[トップ]シートの「エネルギーデータ入力」ボタンを
押すか、下部の[エネルギーデータ]シートを選択してください。

過去に本ツールで作成したデータをお持ちの場合

全体の流れ

本社等の担当者による作業

デ
ー

タ
入
力

１ 事業者情報の入力

（必要がある場合のみ）

次の作業である事業所情報及びエネルギーデータの入力は、各事業

所等で別々に入力作業を行うことも可能です

事業所等別にデータ入力を分担する場合は、本ツールをコピーして各

事業所に展開してください

２ 事業所情報の入力

３ 事業所等のエネルギー使用量等の入力

４ 入力データのチェック

提出データの取り込み

事業者情報入力

事業所情報入力

入力データチェック

過去に作成したデータがある場合、
本ツールの各シートに内容を複写することができます

上のボタンをクリックし、取り込むデータを選択してください

エネルギーデータ入力
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力

[エネルギーデータ]シートでは、[事業所情報]シートで入力した事業所等の電気･水道･
ガス等のエネルギー使用量を入力してください。

エネルギー等の入力準備

各事業所で使用したエネルギーごとの使用量を入力するため、

あらかじめ、エネルギーの使用量が分かる実績年度の検針票や請求書等を
準備して下さい。



18

報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力

[エネルギーデータ]シートに、これからエネルギー使用量を入力する事業所があるか確認
してください。ない場合は、[事業所情報]シートで事業所等を入力してください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力

作成ツールでは、エネルギー使用量を入力すると、原油換算エネルギー使用量、
CO2排出量等の値が自動的に算定されます。



報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力

※「月別」と「年間値」の両方に入力した場合は、
「月別」の合計値が優先されます。

使用量の入力は、月別値、もしくは年間値を入力する方法があります。
どちらかに使用量を入力してください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力

CO₂排出量を算定するためのCO₂換算係数を入力してください。
赤枠の左隣りの列の値を用いる場合は、入力不要です。
基本的には、電気・熱・都市ガス以外は、空欄でも構いません（詳細は後述）。

NEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力

「燃料及び熱」、「電力」、「環境証書」、「上下水道」の入力方法を順にご説明

いたします。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（都市ガス）

「都市ガス」の使用がある場合は、赤枠内に、供給元の都市ガス事業者名、CO₂換算係数、
使用量（年間値又は月別値）を入力してください。

都市ガス事業者名 CO₂換算係数 都市ガス使用量
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（都市ガス）

こちらは都市ガス使用量の確認帳票の例です。
こちらに記載された使用量を［エネルギーデータ］シートに入力してください。

東京ガス株式会社 HP より 
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（都市ガス）

赤枠内に、対象年度の都市ガス事業者名と排出係数を入力してください。
都市ガス事業者の排出係数は、国が公表する数値を使用してください。

NEW

CO₂換算係数都市ガス事業者名
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（都市ガス）

環境省の「温室効果ガス排出量 算定・報告・公表制度」のホームページに、都市ガス事
業者の排出係数が公表されています。

NEW

※対象年度の排出係数一覧をご確認ください。

環境省_算定方法・排出係数一覧 |「温室効果ガス排出量 
算定・報告・公表制度」ウェブサイト

https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/calc.html
https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/calc.html
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（都市ガス）

対象年度の都市ガス事業者の排出係数を確認してください。

NEW
※こちらの一文で対象年度
の一覧かご確認ください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（都市ガス）

対象年度の都市ガス事業者の排出係数が使用できない場合は、代替値を使用してください。

NEW

出典：地球温暖化対策報告書作成ガイドラインより
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（都市ガス）

代替値を使用する場合、手入力欄は空欄としてください。
自動で代替値を用いてCO₂排出量が計算されます。

NEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（燃料及び熱）

「燃料及び熱」の分類の「LPG」、「灯油」、「その他の燃料種（原油、ガソリン等）」
の使用がある場合は、赤枠内に使用量（年間値又は月別値）を入力してください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（燃料及び熱）

その他の燃料種を使用している場合、該当する燃料種をプルダウンより選択してください。

 プルダウン
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（都市ガス）

「燃料及び熱」の分類の「LPG」、「灯油」、「その他の燃料種（原油、ガソリン等）」
のCO₂換算係数は、基本、初期設定の代替値を使用してください。

NEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（燃料及び熱）

その他の燃料種のうち、産業用蒸気、産業用以外の蒸気、温水、冷水を使用している場合、
熱供給事業者名と、熱供給事業者ごとのCO₂換算係数を入力してください。

プルダウン

※CO₂換算係数を手入力する場合、熱供給事業者名の入力が必要です。

CO₂換算係数
熱供給事業者名
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（燃料及び熱）

熱供給事業者ごとの排出係数は、東京都が別に公表する数値又は熱供給事業者が周知する
知事の認定を受けた数値を使用してください。
熱供給事業者ごとの排出係数が使用できない場合は、代替値を使用します。

NEW

出典：地球温暖化対策報告書作成ガイドラインより
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（都市ガス）

対象年度の熱供給事業者の排出係数が使用できない場合、手入力欄は空欄としてください。

NEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

次に、「電力」の入力についてご説明いたします。

NEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

「再エネ（オンサイト）」、「 再エネ（オフサイト）」、「一般買電（小売電気事業者
からの購入する電気）」に別けて、再エネ率、CO₂換算係数、使用量（年間値又は月別
値）を入力してください。

NEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

オンサイトの再エネ発電設備の種類は、こちらに示す通りです。

NEW

供給方法 内容

オンサイト
再エネ

自家発電・発熱
事業所等の敷地内に設置した再エネ設備で発
生させた電気であって、自営線を介して事業
所等に供給されたもの

オンサイト型PPA
事業所等の敷地内に設置した第三者保有の再
エネ設備で発生させた電気であって、自営線
を介して事業所等に供給されたもの

表 オンサイト再エネ発電設備の種類
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

なお、バイオマス燃料由来の電気については、持続可能性が示された燃料を用いたものに
限ります。

NEW

供給方法 内容

オンサイト
再エネ

自家発電・発熱
事業所等の敷地内に設置した再エネ設備で発
生させた電気であって、自営線を介して事業
所等に供給されたもの

オンサイト型PPA
事業所等の敷地内に設置した第三者保有の再
エネ設備で発生させた電気であって、自営線
を介して事業所等に供給されたもの

表 オンサイト再エネ発電設備の種類
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

オフサイト再エネ発電設備の種類は、こちらに示す通りです。

NEW
供給方法 内容

オフサイト
再エネ

自営線等
事業所等の敷地外に設置した再エネ設備で発生させた電気で
あって、自営線等を介して、事業所等に供給されたもの

オフサイト型PPA
事業所等の敷地外に設置した第三者保有の再エネ設備で発生
させた電気（特定の需要家に供給することを約束されたもの
に限る）であって、直接事業所等に供給されたもの

自己託送
再エネ設備を用いて発電した電気であって、自営線等とは別
の搬送方法で、当該再生エネ設備を設置する者の別の場所に
ある事業所等に供給されたもの

表 オフサイト再エネ発電設備の種類
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

オフサイト再エネも、バイオマス燃料由来の電気については、持続可能性が示された燃料
を用いたものに限ります。

NEW
供給方法 内容

オフサイト
再エネ

自営線等
事業所等の敷地外に設置した再エネ設備で発生させた電気で
あって、自営線等を介して、事業所等に供給されたもの

オフサイト型PPA
事業所等の敷地外に設置した第三者保有の再エネ設備で発生
させた電気（特定の需要家に供給することを約束されたもの
に限る）であって、直接事業所等に供給されたもの

自己託送
再エネ設備を用いて発電した電気であって、自営線等とは別
の搬送方法で、当該再生エネ設備を設置する者の別の場所に
ある事業所等に供給されたもの

表 オフサイト再エネ発電設備の種類



42

報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

オンサイト、オフサイトともに、利用している再エネの種類をプルダウンで選択してください。
なお、オフサイトは供給方法によって選択肢が分かれておりますので、ご注意ください。

NEW
再エネ（オンサイト）の場合 再エネ（オフサイト）の場合
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

再エネ率、CO₂換算係数は、基本空欄で結構です。
ただし、再エネ率が100％でない電気の場合は、手入力が必要です。

NEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

使用量は、月別値、もしくは年間値を入力してください。

NEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

「小売電気事業者からの購入する電気」は、こちらに入力してください 。

NEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

まず、小売電気事業者をプルダウンで選択してください。

プルダウンNEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

再エネメニューの契約がある場合は、小売電気事業者名の隣に「契約プラン名」を記入し、 
「再エネメニュー契約有無」に「有」を選択してください。

プルダウン

NEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

購入先の小売電気事業者の再エネ率とCO2換算係数を入力してください 。

NEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

電気の再エネ率とCO2換算係数は、東京都ホームページに掲載された実績年度における、 
「東京都エネルギー環境計画書制度 対象電気事業者一覧表」に記載される値を使用して
ください。※ CO2換算係数は、調整後排出係数を使用してください。

NEW 電気事業者別の実績値

メニュ－別の実績値
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

一覧表に記載がない場合、再エネ率は「０(ゼロ)」、 CO2換算係数は、代替値を使用して
ください。

NEW 電気事業者別の実績値

メニュ－別の実績値
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出

電気の排出係数の代替値は、0.489 tCO2/千kWhを使用してください。

NEW

※ガイドラインp29

［エネルギーデータ］シートの入力（電力）



52

報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

代替値を使用する場合、再エネ率とCO2換算係数の手入力欄は空欄で構いません。

NEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

使用量は、月別値、もしくは年間値を入力してください。

NEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（電力）

電気の使用量を確認するには、契約している小売電気事業者のWEBサイトや、請求書等
をご参照ください。

電気の使用量等が確認できるページの例
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（環境証書）

再生可能エネルギー由来の証書の利用がある場合は、こちらに入力してください 。

NEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（環境証書）

再生可能エネルギー由来の証書の種類を、プルダウンで選択してください。

NEW

電力証書の場合 熱証書の場合
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（環境証書）

利用可能な再生可能エネルギー由来の証書は、「グリーン電力・熱証書」か「非化石証
書」になります。

NEW 表 利用可能な再生可能エネルギー由来の証書

供給方法 内容

グリーン電力・熱証書

➢ グリーンエネルギー認証機関が認証したグリーン電力・熱証書で、再生可能エネルギーに
より発電された電気・熱の環境価値に対して、第三者機関の認証を得て、グリーン電力・
熱証書発行事業者が発行する証書

➢ 再エネクレジットとして利用した証書は、特定温室効果ガスの排出量の削減には利用でき
ない

非化石証書

➢ 再生可能エネルギーなど非化石電源の「環境価値」を取引するために、経済産業省 資源
エネルギー庁が認証・発行する証書

➢ 制度に利用できる非化石証書は「FIT非化石証書」と「非FIT非化石証書（再生可能エネル
ギー指定）」とする

➢ 使用できる非化石証書は、報告年度６月の口座凍結時に非化石証書保有口座に所有する
証書又は仲介事業者が発行する報告対象分の購入証書量の証明書（他者に販売した証
書や、電気事業者・熱供給事業者が排出係数の調整に使用した証書は使用することがで
きない。）
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（環境証書）

再生可能エネルギー由来の証書による再エネ使用量は、こちらに入力してください 。
単位（kWh か MJ）によって入力欄が異なるので、ご注意ください。

NEW
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（上下水道）

「水道及び工業用水道」、「公共下水道」の使用量を入力してください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（上下水道）

こちらは水道の請求書例です。
請求書に記載された使用量を[エネルギーデータ]シートに入力してください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力（上下水道）

なお、請求書に両方の数値が記載されていない場合は、井戸水や雨水を使用している場合
を除き、水道と下水道の使用量は同じ値を入力してください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力

エネルギー等の使用量が請求書や検針票などから把握できない場合は、使用量を「推計」

して入力してください。 また、推計の根拠資料を提出してください。

※前年度と同様の方法で推計している場合でも、毎年度根拠資料を提出してください。

エネルギー等の使用量が請求書や検針票などから把握できない場合

⇒推計にて算出してください。

（例）テナント等において、テナントビルの所有者からの光熱水費の請求書等

にエネルギー等の使用量の記載がなく、エネルギー等の使用量が把握で

きない場合

（例）区分所有で個別メーターがない場合

（共有の場合は持分割合にて算出のため、推計となる）
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力

「推計」で入力した場合は、対象事業所の該当するエネルギー種別の「推計の使用欄」に

「有」を選択してください。

プルダウン
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出［エネルギーデータ］シートの入力

報告する全ての事業所について、使用量の入力を行ってください。
エネルギーデータシートの作成についての説明は以上となります。
以降も作業を継続される場合は、作成ツールの途中保存をお勧めします。
拡張子は必ず（xlsm）で保存してください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出報告書の作成準備

ご不明点等がございましたら、ご覧の電話番号もしくはメールアドレスに、

お気軽にお問い合わせください。

お問合せ先

東京都環境局 気候変動対策部 総量削減課

電話番号 ：03-5388-3433

メールアドレス：hokokusyo01@ml.metro.tokyo.jp

受付時間 ：平日の午前9時から午後5時45分まで



東京都環境局
気候変動対策部 総量削減課
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